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　10月29日・30日の2日間、「ふかがわアップルフェスタ2022」が開催さ
れ、真っ赤に実った旬のりんごを求めて沢山の人が訪れました♪
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1市2町へ
令和4年産米の作況報告・新米贈呈

　11月11日、柏木孝文組合長をはじめJA常勤役員が深川市・雨竜町・北竜町を訪問し、令和4年産米の作

況報告と新米贈呈を行った。

　深川市では、深川産新米「ふっくりんこ」5㎏、「ゆめぴりか」5㎏を手渡し、受け取った山下貴史深川市

長は「今年は生産者の方が流した汗が報われる豊作の年となった。生産者の日々の努力に敬意を表したい。

来年以降も、米どころ深川を盛り上げていきましょう。今年も贈呈いただきありがとうございます」とお礼

を述べた。

　柏木組合長は4年産米の作況について、「昨年は干ばつ等に苦しめられた年だったが、今年は天候にも恵

まれ、シラタ（成熟していないお米）や胴割れが少なく、品質の良いお米になっている」と報告した。

深川市 雨竜町 北竜町

　当JAでは、10月31日に新たな取り組みを開始した。

　ここ数年間続いている新型コロナウイルスの影響で、非接触型での販売が可能な自動販売機が注目を浴び

ていることを受け、当JAではお米を中心とした農産物特化の自動販売機を設置した。

　自動販売機は、深川市の道の駅「ライスランドふかがわ」に設置され、誰でも24時間お米を買うことが

可能となる。また、当JA管内の農産物のイラストがプリントされ、目を引くデザインにもなっている。

　販売開始当日より管内のお米「ふかがわまいゆめぴりか」「ふかがわまいふっくりんこパックご飯」「うりゅ

う米ななつぼし」「北竜町産はくちょうもち」などが販売されている。旬の農産物を販売するため、商品の内

容は変更になる場合もあり、今後は幌加内町のそばも販売を

予定している。

　自動販売機でのお米販売について企画したJA販売部米穀課

職員は、「道内では米に特化した自販機が珍しいことに着目し、

構想から1年で実現することができた。

24時間稼働の自販機で、きたそらちの

農産物を広くPR出来れば嬉しく思う」

と話す。

販売部販売部販売部販売部
Instagram・Facebookでもご紹介♪

自販機でお米を24時間販売！自販機でお米を24時間販売！
「ライスランドふかがわ」「ライスランドふかがわ」
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　10月29日、30日の2日間、深川市道の駅「ライスランドふかがわ」で「ふかがわアップルフェスタ

2022」が開催された。このイベントは、毎年りんごが旬を迎えるこの時期に深川市果樹協会（田川大輔会長）

が主催するイベント。開催にあたり昨年同様、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点により、恒例の「り

んご詰め放題」や「りんご皮むき大会」などのイベントや試食販売を中止し、開催することとなった。また

来場客にはマスクの着用やソーシャルディスタンスを呼び掛けた。

　店頭には大人気の「紅将軍」の箱売りや市場流通の少ない「おい

らせ」、黄色品種の「もりのかがやき」、「トキ」など14種類、約

2,200商品のりんごが並び、来場客は販売担当に「甘い品種はどれ

ですか？」「日持ちするりんごはどの品種ですか？」など、それぞ

れの特徴を聞きながら好みの種類を購入した。また、同時に開催さ

れたりんごジュースやりんごジャムなどの加工品が当たるガラポン

抽選会も人気を集めた。

　深川産りんごは9月下旬から10月下旬をピークに、11月上旬ま

で収穫作業が行われた。今年は春先からの好天と適度な降雨もあり

大玉傾向でスッキリとした味わいの年となった。そのため今年の

アップルフェスタで販売されたりんごは例年に比べ増量しており、

大人気品種の「紅将軍」も充分な量を確保できた。収穫されたりん

ごは、市内果樹園の直売所を中心に販売されている。

【青果部　植田】

　11月5日、音更町の株式会社ハピオ・士幌町のＡコープ士幌店アスポの2 ヶ所で、「ふかがわまいふっく

りんこ」の販促イベントを開催した。

　当日はふかがわ米生産組合の伊藤裕美組合長を始めとする役員5

名と、当JA職員2名が販売を行った。（株）ハピオでは5㎏お買い

上げでお米300ｇ、Ａコープ士幌店アスポでは5㎏お買い上げで3

号枡すくいどりなどプレゼント企画も行い、用意したふっくりんこ

5㎏を合わせて160袋を完売した。

　各店舗で「和食にあうお米で、冷えても美味しいお米です！試し

にふかがわまいふっくりんこを食べてみませんか？」など参加した

役員が積極的に声がけと販売を行い、今まで「きたそらち産のお米」

を知らなかった方にも興味を持って頂ける良い機会となった。

　買い物に訪れた女性客は「はじめてふかがわまいを買ってみた。

食べてみて美味しかったらまた買おうと思う。食べるのが楽しみ」

と笑顔で話した。

　今後も継続して販促のイベントを行う予定となっている。

ふかがわアップルフェスタ２０２2ふかがわアップルフェスタ２０２2 青果部青果部青果部青果部

販売部販売部販売部販売部
きたそらち産のお米をPR！きたそらち産のお米をPR！

「JAきたそらちin十勝フェア」「JAきたそらちin十勝フェア」
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Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
研

究
会
（
原
聡
会
長
）
が
11
月
７
日
、Ｊ
Ａ
本
所

に
て
「
第
２
回
調
査
研
究
」
を
開
催
し
、
会

員
お
よ
び
関
係
機
関
よ
り
11
名
が
出
席
し
た
。

　
今
回
は
、
ス
ペ
ー
ス
ア
グ
リ
株
式
会
社
の

瀬
下
隆 

代
表
取
締
役
を
講
師
に
招
き
、「
人
工
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ

ン
シ
ン
グ
を
活
用
し
た
可
変
施
肥
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
を
行
っ
た
。

　
冒
頭
で
原
会
長
は
、「
昨
今
の
肥
料
高
騰
に
よ
り
可
変
施
肥
に

つ
い
て
は
今
後
、
活
用
が
期
待
さ
れ
る
技
術
で
あ
る
た
め
注
目

し
て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

　
２
時
間
程
の
講
義
で
は
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
仕
組
み

や
、
各
地
区
で
の
取
組
状
況
、
ス
ペ
ー
ス
ア
グ
リ
株
式
会
社
の

シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
生
育
マ
ッ
プ
作
成
実
演
等
の
ほ
か
、
宇

宙
事
業
に
精
通
し
た
瀬
下
氏
な

ら
で
は
の
宇
宙
開
発
・
人
工
衛

星
等
、
農
業
分
野
以
外
の
内
容

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

　
講
義
終
了
後
、
参
加
者
か
ら

は
実
際
の
マ
ッ
プ
作
成
に
関
す

る
内
容
、
シ
ス
テ
ム
利
用
手
順

等
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。
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11
月
12
日
、
13
日
の
両
日
、
青
果
部
集
荷
施
設
や
深
川
市
道
の
駅
「
ラ
イ

ス
ラ
ン
ド
ふ
か
が
わ
」な
ど
、深
川
市
内
３
か
所
で
、同
市
特
産「
ね
ば
り
長
芋
」

の
即
売
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　「
ね
ば
り
長
芋
」
は
、
強
い
粘
り
と
甘
み
が
特
徴
で
、
穫
れ
た
て
を
特
価
販

売
す
る
同
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
開
場
前
か
ら
長
蛇
の
列
を
作
る
ほ
ど
毎
年
多
く
の
買
い
物
客
が
来

場
す
る
。
今
年
も
昨
年
、
一
昨
年
同
様
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
来
場
客
に
整
理
券
を
配
布
し
て
入
場
制
限
を
行
い
、
ま
た
マ
ス
ク
の

着
用
や
手
指
消
毒
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
よ
う
呼
び
か
け
た
。

　
即
売
会
で
は
、
４
Ｌ
や
３
Ｌ
な
ど
大
き
い
規
格
を
中
心
に
販
売
し
、
来
場
客

か
ら
は
「
こ
の
規
格
は
何
㎝
く
ら
い
の
も
の
が
入
っ
て
い
る
か
」「
長
持
ち
す
る

保
存
方
法
を
教
え
て
欲
し
い
」
な
ど
即
売
会
を
対
応
し
た
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員

に
聞
き
な
が
ら
、
好
み
の
長
芋
が
入
っ
た
ケ
ー
ス
を
購
入
し
た
。
販
売
開
始
か

ら
30
分
ほ
ど
で
完
売
す
る
規
格
も
出
る
ほ
ど
今
年
も
盛
況
を
見
せ
た
。
当
日
、

美
瑛
町
か
ら
来
場
し
た
男
性
は
、「
深
川
の
長
芋
は
粘
り
が
あ
っ
て
美
味
し
い
か

ら
毎
年
買
い
に
来
る
。
今
年
も
い
い
出
来
だ
と
聞
い
た
の
で
、
帰
っ
て
か
ら
食

べ
る
の
が
楽
し
み
」
と
話
す
。

　「
ね
ば
り
長
芋
」
は
、
き
た
そ
ら
ち
長
い
も
生
産
組
合
（
河
合
暢
組
合
長
）
の

組
合
員
５
戸
が
約
２
ha
に
作
付
し
て
お
り
、
今
年
は
昨
年
よ
り
も
１
週
間
遅
く

11
月
１
日
よ
り
同
市
メ
ム
地
区
で
掘
り
取
り
作
業
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
共
選
作

業
も
11
月
５
日
よ
り
青
果
部
集
荷
施
設
で
始
ま
り
、
道
内
の
市
場
を
中
心
に
７
，

９
０
０
ケ
ー
ス
を
出
荷
し
１
千
７
百
万
円
の
売
り
上
げ
を
見
込
む
。

　
青
果
部
の
担
当
職
員
は
「
昨
年
度
は
高
温
と
干
ば
つ
の
影
響
で
大
変
苦
労
し

た
が
、
今
年
は
適
度
に
雨
が
降
っ
た
こ
と
と
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
で
病
害

虫
の
発
生
も
な
く
、
順
調
に
生
育
が
進
み
豊
作
傾
向
と
な
っ
た
」
と
話
す
。

深
川
特
産「
ね
ば
り
長
芋
」即
売
会

深
川
特
産「
ね
ば
り
長
芋
」即
売
会

青果部青果部青果部青果部

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
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10
月
22
日
、
ホ
ク
レ
ン
く
る
る
の
杜
（
北
広
島
市
）
に
て
Ｊ
Ａ
き
た
そ

ら
ち
青
年
部
（
村
上
勝
彦
部
長
）
が
「
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
農
産
物
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
、
部
員
15
名
が
参
加
し
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
万
全
に

講
じ
た
上
で
の
開
催
と
し
、
深
川
産
「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」、
雨
竜
産
「
な
な
つ
ぼ
し
」、

北
竜
産
「
お
ぼ
ろ
づ
き
」
の
新
米
を
は
じ
め
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
産
の
野
菜
・
果
樹
、

幌
加
内
そ
ば
な
ど
多
種
多
様
な
農
産
物
を
販
売
し
た
。
ま
た
購
入
客
に
は
青
年

部
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
フ
ァ
ー
ム
レ
タ
ー
を
配
布
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
来
店
者
数
も
多
く
、
商
品
の
売
れ
行
き
が
良
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
終
了
時
間
を
延
長
し
て
販
売
を
行
い
、
き
た
そ
ら
ち
の
農
産
物
を
十

分
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
青
年
部

ホ
ク
レ
ン
く
る
る
の
杜
で

「
農
産
物
フ
ェ
ア
」
開
催

　
11
月
11
日
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
青
年
部
（
村
上
勝
彦
部
長
）
が
営
農
学
習
会
と
部
員
交

流
会
を
Ｊ
Ａ
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
８
支
部
か
ら
部
員
計
56
名
が
参
加
し
た
。

　
青
年
部
に
よ
る
営
農
学
習
会
お
よ
び
部
員
交
流
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
に

引
き
続
き
、今
年
も
同
会
場
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
営
農
学
習
会
で
は
、
空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
北

空
知
支
所
の
須
佐
直 

地
域
第
三
係
長
が
講
師
と
し
て
、

「
水
稲
直
播
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。
須

佐
係
長
は
講
演
の
前
段
で
、
令
和
４
年
に
お
け
る
水
稲
の

生
育
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
気
温
や
天
候
に
よ
る
影
響
や

経
過
、
水
管
理
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
そ
の
後
の
講
演
で

は
、
北
海
道
の
主
な
水
稲
直
播
栽
培
方
法
や
そ
の
工
程
、

注
意
点
な
ど
を
説
明
し
、
ま
た
水
稲
直
播
品
種
「
え
み
ま

る
」
に
つ
い
て
品
種
特
性
や
栽
培
事
例
な
ど
に
つ
い
て
も

説
明
し
た
。

　
部
員
交
流
会
で
は
、
恒
例
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
実
施
。チ
ー
ム
は
各
支
部
長
を
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
し
、

そ
の
他
の
部
員
が
く
じ
引
き
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
、
支
部

混
合
チ
ー
ム
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
目
指
し
た
。
試
合

中
に
は
笑
顔
が
多
く
見
ら
れ
、
普
段
交
流
す
る
事
が
な
い

部
員
と
協
力
し
、交
流
を
深
め
な
が
ら
競
技
を
楽
し
ん
だ
。

幌
加
内
支
部
長
で
も
あ
る
村
上
部
長
率
い
る
「
チ
ー
ム
ム

ラ
カ
ミ
」
が
見
事
な
連
携
を
見
せ
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。
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Ａ
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Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部
と
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
の
各
支
部
長
が
毎
年
行

っ
て
い
る
北
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
合
同
交
流
会
が
10
月
19
日
、Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
秩
父

別
本
所
で
行
わ
れ
11
名
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
、Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
秩
父
別
よ
り
吉
澤
真
由
美
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
お

も
ち
ゃ
か
ぼ
ち
ゃ
の
ラ
ン
タ
ン
作
り
」
を
行
っ
た
。
お
も
ち
ゃ
か
ぼ
ち
ゃ
は
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
飾
り
と
し
て
北
空
知
管
内
で
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。

　
直
径
25
㎝
ほ
ど
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
ツ
ル
側
を
拳
が
入
る
程
度
、

専
用
の
ナ
イ
フ
で
切
り
取
り
、
ス
プ
ー
ン
や
お
玉
で
中
身
の

種
や
ワ
タ
な
ど
を
丁
寧
に
取
り
出
し
、
顔
の
部
分
に
つ
い
て

は
穴
の
小
さ
い
箇
所
か
ら
鼻
・
目
・
口
と
順
番
に
く
り
抜
く

作
業
を
行
っ
た
。

　
各
支
部
長
は
初
め
て
の
ラ
ン
タ
ン
作
り
で
、
一
生
懸
命
集

中
し
て
作
業
を
行
い
、
最
初
は
無
言
が
続
い
た
が
、
顔
の
部

分
に
差
し
掛
か
る
と
ス
マ
ホ
で
画
像
を
検
索
し
合
い
「
笑
っ

て
い
る
方
が
夜
中
驚
か
な
い
か
な
？
」「
目
が
大
き
い
方
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
時
に
映
え
る
よ
」
な
ど
と
相
談
し
な
が
ら

完
成
さ
せ
、
各
々
の
ラ
ン
タ
ン
は
個
性
溢
れ
る
仕
上
が
り
と

な
っ
た
。
今
回
作
っ
た
ラ
ン
タ
ン
は
、
中
に
炎
型
の
ラ
イ
ト

を
入
れ
て
10
日
間
程
楽
し
む
事
が
出
来
る
。

　
そ
の
後
、Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」、Ｊ
Ａ
き
た
そ

ら
ち
「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
の
新
米
を
持
ち
寄
り
昼
食
を
兼
ね

て
食
べ
比
べ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
秋
収
穫
作
業
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
行
い
交
流
を
深
め
た
。

　
女
性
部
多
度
志
支
部（
佐
々
木
美
樹
支
部
長
）が
11
月
２
日
、日
帰
り
研
修
を
開
催
し
、

部
員
22
名
が
参
加
し
た
。
今
回
は
研
修
先
に
小
樽
を
選
び
、
押
し
花
オ
ル
ゴ
ー
ル
制
作

体
験
や
小
樽
運
河
探
索
を
行
っ
た
。

　
押
し
花
オ
ル
ゴ
ー
ル
制
作
体
験
は
、
小
樽
市
指
定
歴
史
的
建
造
物
第
12
号
に
指
定
さ

れ
て
い
る
旧
小
樽
区
公
会
堂
の
一
室
を
会
場
と
し
て
借
り
て
実
施
し
た
。
小
樽
硝
子
工

藝
館
よ
り
講
師
を
招
き
、
作
り
方
の
説
明
を
受
け
た
後
、
さ
っ
そ
く
制
作
体
験
を
開
始
。

　
ガ
ラ
ス
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
に
押
し
花
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
制
作
し
た
。「
花

の
量
が
多
い
（
少
な
い
）」、「
配
置
が
難
し
い
」
な
ど
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
が
一

番
と
思
え
る
よ
う
な
作
品
に
仕
上
げ
た
。
制
作
し
た
オ

ル
ゴ
ー
ル
を
実
際
に
鳴
ら
し
、
心
地
よ
い
音
色
を
聞
き

な
が
ら
公
会
堂
庭
園
の
綺
麗
な
紅
葉
も
楽
し
ん
だ
。
ま

た
制
作
体
験
で
余
っ
た
押
し
花
を
使
い
、
押
し
花
し
お

り
も
作
っ
た
。

　
小
樽
運
河
の
探
索
で
は
、
昔
の
面
影
を
残
す
石
造
り

の
立
ち
並
ぶ
倉
庫
や
工
場
な
ど
、
港
町
の
風
情
あ
る
景

色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
か
つ
て
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
石
造
倉
庫
を
再
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
な
ど

を
見
学
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
運
河
沿
い
の
紅
葉
も
楽

し
み
な
が
ら
散
策
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、
暑
か
っ
た
夏
作
業
の
疲
れ
を
忘

れ
る
ぐ
ら
い
楽
し
み
、
ま
た
部
員
同
士
の
交
流
も
深
め

ら
れ
る
有
意
義
な
一
日
と
な
っ
た
。【
深
川
支
所
　
正
田
】

女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより

女
性
部
北
ブ
ロ
ッ
ク

〜
お
も
ち
ゃ
か
ぼ
ち
ゃ
の
ラ
ン
タ
ン
作
り
〜

女
性
部
多
度
志
支
部

小
樽
で
日
帰
り
研
修
を
実
施

女
性
部
多
度
志
支
部

小
樽
で
日
帰
り
研
修
を
実
施

女
性
部
多
度
志
支
部

小
樽
で
日
帰
り
研
修
を
実
施

女
性
部
多
度
志
支
部

小
樽
で
日
帰
り
研
修
を
実
施
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元気村・夢の農村塾

京都の高校生が農業体験京都の高校生が農業体験京都の高校生が農業体験京都の高校生が農業体験

　10月22日、今年度５回目となる当JAの食農教育事業イペ・トイ・レシカが

行われ、子ども8名、塾生７名が参加した。

　今回は、「リンゴ狩り体験・クレープ作り」と題し、深川市音江地区の「(株)

藤谷果樹園（田川大輔代表取締役）」およびJA本所で実施した。

　当日は、最初にJA本所で今回担当の塾生が同農園の概要や旬のリンゴ品種な

どを、スライドを使いながら説明し、その後、同農園に移動した。

　同農園に到着後は、田川代表が今回収穫できる品種「HAC9」の特徴やリンゴの収穫方法を説明し、子どもた

ちからは、「おいしいリンゴをどうやって見分けて採るんですか」「リンゴの樹は植えてから何年くらい育てるので

すか」など多くの質問が寄せられていた。その後、田川代表と塾生がサポートしながらリンゴ狩りを行い、子ど

もたちはサイズや色などを見分けながら、好みのものを収穫し体験を楽しんだ。

　リンゴ狩り体験終了後は、本所に戻りクレープ作りを行った。職員が焼いたクレープ生地に、いちごやバナナ、

リンゴのコンポートなどの果物や、同農園で製造販売しているリンゴジャム、生クリームやアイス、お菓子などを

自由に楽しみながら盛り付けていた。

　今回参加した子どもたちは、「おいしいリンゴを

見分けて採るのは難しかったけど、今回も楽しかっ

た」「クレープを自分で作ることは初めてだったけ

ど、おいしく作れて満足」など笑顔で感想を話す。

JAきたそらち子ども向け食農教育事業
イペ・トイ・レシカ

～リンゴ狩り体験・クレープ作り編～～リンゴ狩り体験・クレープ作り編～
総務部総務部総務部総務部

　10月27日、元気村・夢の農村塾（村上はるみ塾長）が、修学旅行で来

道していた京都府立鴨沂（おうき）高等学校の２年生78名を農業体験とし

て受け入れた。

　元気村・夢の農村塾は平成14年に設立され、北空知管内の市町村の農業

者などが協力し、道内外で農泊や農業体験を希望する学校を受け入れている。

　この日は、深川市５件、沼田町５件、妹背牛町１件、北竜町１件の会員宅

で受け入れを行った。

　一已地区の神尾誠氏宅では、生徒４名を受け入れ、スターチスの採花・選

花体験とジャガイモ掘り体験を行った。スターチスの採花ではハウスの中に

入り、１本１本見極めながら採花を行った。初めはなかなかハサミを入れら

れない様子だったが神尾さんのアドバイスを受け、後半は楽しみながら採花

を行っていた。ジャガイモ掘り体験では畑に鍬を入れ掘り起し、土の中から

出てきたジャガイモに歓声を上げながら収穫していた。

　参加した生徒は、「初めはどの花を採ればいいか分からず困ったが、慣れ

てくるととても楽しい作業だった」と話す。

　今回受け入れを行った神尾氏は、「知ることは興味の入り口。まずは見て、

触れて農業や地域を知るきっかけとなってくれれば」と話す。

クワ
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　10月29日、深川市内の女性グループ「さんなすびーず」がハロ

ウィーンにちなんだイベント「商店街を歩こう」を開催した。

　企画したのは、脇田麻里子さん、三好真美さんの２人。

　2人は、地域住民にJAのことをより知ってもらうため令和２年か

ら行っているJAの事業、「地域農業応援団」の卒業生で、応援団を

通じて「深川市をもっと盛り上げたい」「深川市の良さを子供たちに

も知ってもらいたい」と、「さんなすびーず」を結成。

　今回開催されたイベント「商店街を歩こう」では、市内の小学生ら

約５０人が様々な仮装姿で市内の中心商店街を練り歩いた。子供た

ちが「トリックオアトリート！」と声をあげると各店舗からお菓子な

どのプレゼントや、きたそらち果樹生産組合から協賛で提供されたリ

ンゴが子どもたちに手渡された。

　イベントを開催した「さんなすびーず」は、「深川商店街振興組合

連合会や北空知信用金庫をふくめ、たくさんの方々のご協力に感謝

です」と笑顔で話した。

【青果部　河原】

深川市の商店街で トリックオアトリート！！

　10月25日、准組合員を対象にした交流活動「JAきたそらち地域農

業応援団」の第4回が開催された。今回は団員15名が出席し、音江地

区にある「アグリ工房まあぶ」と「（株）藤谷果樹園」でシフォンケー

キ作りや、リンゴの収穫体験を行った。

　今回は、アグリ工房まあぶにて地元で生産された米粉を使用したシフ

ォンケーキ作りを行った。講師の説明を受けた後、団員二人一組で協力し、

ふわふわのシフォンケーキを作った。

　続いて、農業振興部営農企画課の佐藤舞依職員より『想いをひとつにかなえよう』と題し、JAきたそらちの女

性部活動と女性大学の取り組みが紹介された。JA女性大学「カレッジあみてぃえ」については一般女性市民や女

性農業者が参加しており、毎回楽しく真剣に授業を行う様子を写真付きで紹介し、４期生の参加を呼び掛けた。

　昼食時には、「ななつぼし」「ふっくりんこ」「ゆめぴりか」の3品種の深川産新米を使った食べ比べクイズが行われ、

それぞれの品種の特徴を楽しく学んだ。

　さらに午後からは、（株）藤谷果樹園でリンゴの収穫体験が行われた。同園代表取締役の田川大輔氏より、栽

培している品種や美味しいリンゴの見分け方などの説明を受けた後、リ

ンゴ狩りを楽しんだ。

　参加した団員は「米粉でシフォンケーキをつくるのは初めてだが上手

にできて良かった。新米食べ比べは難しかった」、「収穫して良いリンゴ

の見分け方やもぎ方の説明が分かりやすかった。美味しそうなリンゴが

沢山あって迷ったが楽しかった」などと感想を話す。

「JAきたそらち地域農業応援団」第4回
～米粉のシフォンケーキ作り・リンゴの収穫～
「JAきたそらち地域農業応援団」第4回

～米粉のシフォンケーキ作り・リンゴの収穫～
「JAきたそらち地域農業応援団」第4回

～米粉のシフォンケーキ作り・リンゴの収穫～
「JAきたそらち地域農業応援団」第4回

～米粉のシフォンケーキ作り・リンゴの収穫～
（ⓒよい食P）
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北竜町内福祉施設へ新米贈呈
北竜町ひまわりライス生産組合・北竜町もち米生産組合

認知症高齢者グループホーム碧水特別養護老人ホーム　北竜町永楽園

　11月10日、幌加内町うるち米生産組合の畠山尚久組合長と、幌加内町もち米生産組合の古林茂組合長、

中西博副組合長が同町の教育委員会へ「ゆめぴりか」と「きたゆきもち」の新米を30㎏ずつ贈呈した。

　贈呈の際には、「今年は、平年と比べて収量が多く良かったです」と作況について報告し、子どもたち

に幌加内町のお米を味わってもらいたいと村上雅之教育長に手渡した。

　贈呈された新米は、同町の小・中学校、高校

の給食で振舞われる。

【幌加内支所 岩本】

　10月28日、北竜町ひまわりライス生産組合（北清直人組合長）と北竜町もち米生産組合（藤井明紀

組合長）が、町内の特別養護老人ホーム永楽園と認知症高齢者グループホーム碧水に、「ゆめぴりか」と「風

の子もち」の新米を合わせて160㎏贈呈した。

　両生産組合では地元産の新米を食べていただきたいと毎年贈呈しており、福祉施設の入居者に喜ばれ

ている。当日は北清組合長と藤井組合長が施設を訪問し、「今年もおいしいお米ができました」と新米を

手渡した。両施設からは「いつもありがとうございます。おいしくいただきます」とお礼の言葉をいた

だいた。

【北竜支所 鷲尾】

北竜支所

幌加内町うるち米生産組合・幌加内町もち米生産組合幌加内町うるち米生産組合・幌加内町もち米生産組合

幌加内町教育委員会へ新米贈呈幌加内町教育委員会へ新米贈呈 幌加内支所
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農作業実習報告農作業実習報告JA職員JA職員 第２回

①実習先　　　／　　　②実習期間　　　／　　　③作業内容　　　／　　　④感　想

金融共済部イチヤン本所　　古川　そら　（令和3年4月入組）
①深川支所多度志地区　遠藤　良明　地区代表理事（農事組合法人米道産）
③田植え作業（苗箱洗い、苗箱整理）、ハウス解体作業　他

④私は今回の農業実習で、花きの収穫やシャクヤクの管理などの作業を初めて体験しました。
わからないことばかりでしたがやり方や注意点、見分けるポイントなどをとても丁寧に教え
ていただき、難しかったですがとても勉強になりました。
　花きは、収穫できる花とできない花の見極め、選花では枝数や長さ、花のつき具合によっ
て規格に影響するので判断することが難しく感じました。
　その他にもシャクヤクの圃場管理では除草剤や機械作業で雑草を取ることができないため
手作業で行いましたが、きれいになったと
ころを見たことで普段では味わえない達成
感を得ることができました。
　実習先の皆さんにたくさん話しかけてい
ただき、とても楽しく作業することが出来
ました。この実習で知らなかったことをた
くさん学ぶことができ、とても充実した５
日間を過ごすことができました。ありがと
うございました。

②令和4年7月25日～7月29日

経済部イチヤン給油所　　清水　孝輝　（令和3年4月入組）
①納内地区　岡田　徹　理事宅
③にんにく皮むき・選別、とうもろこし皮むき

④今まで田植えなどの経験はありましたが、「にんにく」と「とうもろこし」の皮むきは初
めてで、右も左もわからなかったのですが、周囲の方々が親切丁寧に教えてくれたお陰で、
無事実習を終えることができました。
　給油所では学べない技術を学ぶことができ、良い経験になりました。今回皮むき、選別さ
せていただいた商品が道の駅で販売される
ことを知り、微力ながら多くの人の暮らし
の役に立てることを実感し、達成感を感じ
ました。
　また、技術的な事だけでなく、組合員の
こだわりや苦労を知ることができ、実り多
い時間を過ごすことができました。
　この研修で学んだことを忘れず、日々の
業務に活かしていきたいと思います。今回
は貴重な経験をさせていただき、ありがと
うございました。

②令和4年8月8日～8月10日

　先月号に引き続き、若年職員（採用2年目）を対象としたJA非常勤役員宅における
農作業実習につきまして、各実習生の感想や今後の抱負をご報告させていただきます。
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　みなさんのアイディアレシピを募集いたします。旬の食材を使った料理や時短料理、ご飯にあうお
かずレシピなど、皆さんのオリジナルレシピをご応募下さい。採用された方には農協全国商品券をプ
レゼント致します。

＜応募方法＞
下記の内容をメールにてご応募ください！！（メール：info@ja-kitasorachi.com）
　①氏名（匿名希望の方はペンネームも記載下さい）
　②住所・ご連絡先
　③料理名
　④作り方（レシピ）、ポイント
　⑤料理の出来上がり写真

＜注意事項＞
・必ずオリジナルのレシピをご応募ください。料理雑誌やサイトからの転載は禁止致します。
・ご応募いただいた料理のレシピ及び写真は、当広報誌に掲載しご紹介させていただきます。
また、お名前・地区名も合わせて掲載致します。（匿名希望の場合はペンネームもメールに記載下さい。）
・採用された方の個人情報（氏名・住所等）は、広報誌への掲載、景品の発送のみに使用致します。

大募集！！大募集！！みなさんのアイディアレシピみなさんのアイディアレシピ

青果部　道の駅直売所eciR

金融店舗
金融共済イチヤン本所
金 融 共 済 音 江 支 所
金 融 共 済 深 川 支 所
金 融 共 済 納 内 支 所
金融共済多度志支所
金 融 共 済 雨 竜 支 所
金 融 共 済 北 竜 支 所
北竜町COCOWA
金融共済幌加内支所

12月28日（水） 12月29日（木） １月4日（水） １月5日（木）

12月29日（木）12月28日（水） 12月30日（金） 12月31日（土） １月1日（日）
１月2日（月）～
1月3日（火）

１月4日
（水）

1月5日
（木）

１月6日（金）

窓　口 ＡＴＭ窓　口 ＡＴＭ窓　口 ＡＴＭ

経済部燃料課
（給油所）

音　　江
深　　川
イチヤン
納　　内
多 度 志
北　　竜
幌 加 内

通
　常
　営
　業

通
　常
　営
　業

通
　常
　営
　業

通
　常
　営
　業

セ
ル
フ

フ
　ル

休

９：００ 

〜 

１5：００

９：００ 

〜 

１5：００

９：００～１５：００

休

年末・年始 営業時間のお知らせ年末・年始 営業時間のお知らせ年末・年始 営業時間のお知らせ

窓　口 ＡＴＭ

青果部　道の駅直売所eciR
休業　12月31日（土）～1月2日（月）　※通常営業時間は9:00から17:00となります。

※12月29日から1月5日はピット作業は休みとなります。

１月6日（金）

窓　口 ＡＴＭ

休

９：００～１５：００

通
　常
　営
　業

通
　常
　営
　業

通
　常
　営
　業

12月30日（金）

窓　口 ＡＴＭ 窓　口 ＡＴＭ

通
　常
　営
　業

通
　常
　営
　業

12月31日（土）
１月1日（日）～
1月3日（火）

休休

通
　常
　営
　業

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（11）（11）



国
鉄
時
代
に
お
け
る
あ
る
出
来
事

　
前
回
の
10
月
号
で
は
「
３
つ
の
言
わ
な
い｣

を
話
題
に

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。よ
り
良
い
風
土
づ
く
り
に
向
け“

各

人
の
主
体
性
“
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
毎

回
こ
う
し
て
偉
そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
が
「
君

は
ど
う
だ
？｣

と
逆
に
聞
き
た
く
な
る
の
が
人
の
常
で
す
。

そ
こ
で
他
山
の
石
と
し
て
筆
者
の
つ
た
な
い
体
験
談
を
例

に
話
を
進
め
ま
す
。
私
が
国
鉄
に
入
社
し
た
の
は
昭
和
39

年
。
日
本
の
戦
後
復
興
を
全
世
界
に
発
信
す
べ
く
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
年
で
す
。
夢
の
新
幹
線
が
初

お
目
見
え
し
た
年
の
ポ
ッ
ポ
屋
へ
の
仲
間
入
り
で
、
周
り

か
ら
は
「
良
い
企
業
に
勤
め
ま
し
た
ね｣

と
言
わ
れ
、
両

親
も
「
将
来
は
安
泰｣

と
安
心
し
た
様
子
で
し
た
。
そ
れ

に
比
し
私
は
、
家
庭
の
事
情
か
ら
大
学
進
学
を
諦
め
、
憧

れ
て
い
た
教
師
の
道
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ふ
て
く
さ

れ
て
パ
チ
ン
コ
三
昧
の
毎
日
。
や
が
て
社
会
の
不
条
理
を

ど
こ
か
で
感
じ
、
い
つ
し
か
労
働
組
合
運
動
に
ド
ッ
プ
リ

と
浸
か
る
私
が
い
ま
し
た
。
で
も
人
生
何
が
あ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
の
熱
心
さ
が
買
わ
れ
た
の
か
、
29
歳
で
組

合
の
推
薦
を
受
け
新
得
町
の
議
会
議
員
へ
。
す
る
と
他
の

議
員
か
ら
「
新
得
駅
の
接
客
の
悪
さ
は
あ
な
た
が
指
導
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
？｣

と
随
分
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
「
組
合
活
動
と
接
客
の
悪
さ
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な

い
！｣

と
真
っ
向
か
ら
反
論
。
と
こ
ろ
が
や
が
て
頭
を
抱

え
る
羽
目
に
。
議
会
の
視
察
が
あ
り
、
事
前
に
「
指
定
券

が
取
れ
て
い
る｣

の
を
確
認
し
駅
に
向
か
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
申
し
込
み
を
し
た
の
は
７
名
で
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
取
れ
て
い
た
の
は
４
名
の
み
。
当
然
、
窓
口
で
ど

ん
ぱ
ち
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
時
の
駅
員
曰
く
。「
と
れ

て
い
な
い
？
バ
カ
な
こ
と
を
言
わ
な
い
で
下
さ
い
。
取
れ

て
い
る
で
は
な
い
で
す
か
、４
枚
。そ
れ
よ
り
も
、い
る
の
、

い
ら
な
い
の
？
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
で
欲
し
い
人
が
沢
山
い

る
の
だ
か
ら｣

。
そ
の
や
り
と
り
に
唖
然
と
し
「
親
方
日

の
丸｣

的
体
質
を
嫌
と
い
う
ほ
ど
味
わ
い
、“

穴
が
あ
っ

た
ら
入
り
た
い
“
と
い
う
心
境
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

接
客
悪
戦
奮
闘
記

　
視
察
後
、「
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
恥
ず
か
し
い
雰
囲
気

を
何
と
か
し
な
け
れ
ば｣

と
い
う
思
い
か
ら
、
私
な
り
に

目
標
を
立
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
時
の
私
は

改
札
係
。
乗
降
客
を
案
内
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。
ま

ず
改
善
を
試
み
た
の
が
電
話
の
受
け
方
で
す
。
こ
れ
ま
で

当
た
り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た「
は
い
、も
し｣

を
、「
は

い
、
国
鉄
新
得
駅
で
ご
ざ
い
ま
す｣

に
変
え
る
こ
と
。
も

う
一
つ
が
列
車
の
案
内
の
際
、「
毎
度
、
国
鉄
を
ご
利
用

頂
き
ま
し
て
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す｣

と
い
う
感
謝
の
言

葉
を
添
え
る
こ
と
で
し
た
。
と
は
い
え
、
職
場
に
お
け
る

空
気
感
を
考
え
る
と
こ
れ
さ
え
も
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
何
と
か
ク
リ
ア
し
、
そ
の
後
、
出
札
係
に

異
動
と
な
り
、
そ
こ
で
は
「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す｣

を

言
う
の
を
目
標
に
据
え
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
至
極
当
た

り
前
の
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
す
。
何
故
な
ら
当
時
の
国

鉄
は
、
公
社
と
い
う
の
に
ド
ン
と
あ
ぐ
ら
を
か
き
、「
お

客
様
が
い
て
当
た
り
前｣

で
、
そ
れ
が
「
切
符
を
売
っ
て

や
る｣

と
い
う
姿
勢
に
結
び
つ
き
顧
客
思
考
に
は
ほ
ど
遠

い
も
の
で
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
で
す
か
ら
「
石
田
は
改

札
で
あ
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
。
出
札
で
は
何
を
や
る
ん

だ
？｣…

同
僚
間
の
そ
う
し
た
視
線
が
背
中
に
突
き
刺
さ

る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
出
札
係

と
な
り
５
日
目
。「
も
う
言
わ
な
け
れ
ば｣

と
思
っ
て
い
た

時
、
同
級
生
の
Ｓ
君
が
乗
車
券
を
買
い
に
訪
れ
ま
し
た
。

「
こ
こ
で
言
う
よ
り
な
い
！｣…

そ
れ
は
蚊
の
な
く
よ
う

な
、
本
当
に
小
さ
な
声
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何

と
か
言
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
な
ん
の
こ
と
は
な
い
仕

草
な
の
で
す
が
40
年
ほ
ど
経
っ
た
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
発
す
る
際
、
背
中
に
ツ
ツ
ー
と
流

れ
た
冷
や
汗
の
感
触
を
。当
初
は
気
恥
ず
か
し
さ
等
か
ら
、

小
さ
な
声
で
の
出
発
で
し
た
が
、
繰
り
返
す
内
に
少
し
ず

つ
普
段
の
声
の
大
き
さ
に
。
そ
う
し
て
よ
く
み
る
と
、
別

に
打
ち
合
わ
せ
等
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
何
人
か

の
人
が
同
じ
よ
う
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。「
同
僚
の
中
に
同
様
に
問
題
意
識
を
持
っ

て
い
る
人
が
い
る｣…

そ
う
感
じ
る
と
と
て
も
心
強
い
も

の
が
あ
り
、
勇
気
を
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
得
た
教
訓
の
一

つ
が
「
他
人
に
委
ね
る
前
に
ま
ず
は
自
分
が｣

で
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す
仲
間
と
共
に

　
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
行
っ
た
の
は
同
僚
と
の
話
し
こ
み

で
す
。
す
る
と
「
お
客
様
に
支
持
さ
れ
る
駅
づ
く
り
を｣

と
い
う
前
向
き
な
思
い
が
強
い
の
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
受
け
て
同
調
す
る
仲
間
を
自
宅
に
招
き
、
何
度
か
会
食

を
重
ね
話
し
深
め
ま
し
た
。「
接
客
向
上
に
つ
い
て
私
が

組
合
の
会
議
で
発
案
し
考
え
て
も
ら
お
う｣

と
提
案
を
す

る
と
「
い
や
、
そ
れ
は
ま
ず
い
。
も
し
石
田
が
表
に
立
っ

た
ら
お
前
が
潰
さ
れ
る
。
次
期
の
議
員
だ
っ
て
ど
う
な
る

か
？｣

と
心
配
ま
で
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
紆
余
曲
折
を

辿
り
な
が
ら
次
の
よ
う
な
段
取
り
で
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。「
利
用
者
の
不
満
は
残
念
な
が
ら
沢
山
あ
る
。

そ
れ
な
ら
そ
の
人
達
に
代
わ
っ
て
、
当
番
方
式
で
も
よ
い

か
ら
、
現
実
に
み
た
苦
情
等
を
妻
な
ど
に
葉
書
に
書
い
て

投
函
し
て
も
ら
お
う
。
そ
う
す
る
と
駅
長
は
全
職
員
に
そ

れ
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
嫌
で
も
皆
が
苦
情
を
聞

き
意
識
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る｣…

そ
う
し
て
日
頃
、

労
使
関
係
で
は
敵
と
し
て
闘
っ
て
い
る
当
局
側
を
抱
き
こ

ん
で
の
作
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。実
は
私
も
そ
の
裏
で「
日

和
見
主
義｣

と
い
わ
れ
る
こ
と
を
承
知
で
、
駅
長
に
は
個

人
的
な
信
頼
関
係
を
通
し
趣
旨
を
小
耳
に
入
れ
、
そ
れ
な

り
の
根
回
し
を
し
ま
し
た
が
。
や
が
て
ど
の
く
ら
い
続
い

た
で
し
ょ
う
。
職
場
の
雰
囲
気
が
ジ
ワ
ジ
ワ
と
変
わ
り
始

め
た
と
感
じ
た
頃
、
く
す
ぶ
っ
て
い
た
国
鉄
の
分
割
民
営

化
が
現
実
に
な
り
、「
誰
が
新
会
社
に
残
る
か
？｣

と
い
う

職
員
間
で
の
選
択
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
自
身
も
悩
み
ま

し
た
が
、
結
局
、
こ
れ
ま
で
労
働
組
合
で
リ
ー
ダ
ー
的
な

役
割
を
担
っ
て
き
た
者
の
責
任
と
し
て
、
あ
る
い
は
「
新

得
町
で
は
最
も
若
い
町
議｣

と
い
う
声
に
踊
ら
さ
れ
、
家

庭
を
省
み
ず
活
動
を
し
て
き
た
こ
と
な
ど
で
バ
ツ
イ
チ
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
「『
ご
破
算
で
願
い
ま
し
て
は
』
精

神
で
や
り
直
そ
う｣

と
決
断
。
不
惑
の
年
に
転
職
を
し
、

２
年
後
の
男
の
厄
年
に
独
立
し
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
中
小
企
業
診
断
士
の
看
板
を
掲
げ
た
直
後
、
慣

石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第24回第24回
れ
な
い
営
業
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
数
少
な
い
つ

て
を
頼
り
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社
に
足
を
運
び
ま
し

た
。
そ
こ
で
目
に
飛
び
こ
ん
で
き
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。「
ポ
ケ
ッ
ト
手
、
サ
ン
ダ
ル
履
き
は
や
め
ま

し
ょ
う
！｣

と
い
う
標
語
が
壁
に
大
き
く
貼
り
出
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
旧
国
鉄
時
代
に
は
お
客
様
が

き
て
も
、
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
、
ベ

タ
ベ
タ
と
サ
ン
ダ
ル
履
き
で
近
づ
き
「
お
客
さ
ん
、

何
か
用
事
？｣

な
ど
の
対
応
が
当
た
り
前
。
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
「
よ
う
や
く
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
『
形

か
ら
心
へ
』
の
人
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
な｣

と
垣
間

見
た
思
い
を
し
た
も
の
で
す
。

た
か
が
資
格
・
さ
れ
ど
資
格

　
こ
れ
ま
で
つ
た
な
い
私
の
体
験
談
を
語
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
何
度
、「
目
標
を
あ
き
ら
め
よ

う｣

と
思
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。「
で
も
、
流
さ

れ
る
の
は
嫌
だ
！｣…

そ
う
し
た
私
の
思
い
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
拒
む
大
き
な
力
が
心
の
内
で

働
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
る
資
格
の
取
得
に
絡
む

話
で
す
。
私
が
中
小
企
業
診
断
士(

商
業
部
門)

の

資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
過
程
で
、
全
く
商
業
体

験
の
な
い
自
分
を
カ
バ
ー
し
よ
う
と
挑
戦
し
た「
小

売
商
検
定(

通
称
販
売
士)

１
級｣

に
曲
が
り
な
り

に
も
合
格
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
振
り
返
る
と
、

そ
れ
が
「
お
前
が
や
ら
な
け
れ
ば｣

と
、
背
中
を
押

し
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
資
格
を
取

得
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
確
か
、
早
晩
、
あ
き
ら

め
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
販
売
士
の
資
格
を
持

つ
者
と
し
て
の
誇
り
と
自
負
心
が
、「
な
に
く
そ
！

｣

と
い
う
思
い
を
駆
り
立
て
、
継
続
さ
せ
て
く
れ
た

よ
う
に
思
う
の
で
す
。
ひ
と
口
に
「
能
力｣

と
言
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
「
知
識
・
技
能
・
態
度｣

の
３
つ

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ど
ん
な
に
こ

れ
ら
を
有
し
て
い
た
に
し
て
も
、
こ
れ
は
枝
葉
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
支
え
る
幹
が
し
っ
か
り

と
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
プ
ラ
イ
ド
や

使
命
感
、
誇
り
な
ど
の
「
バ
リ
ュ
ー(

価
値)

レ
ベ

ル｣

と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
当
時
、
私
の
中
で
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
た
の
が
、
今
、
考
え
る

と
こ
の
販
売
士
の
取
得
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。「
た
か
が
資
格
、
さ
れ
ど
資
格｣

で
す
。
そ

れ
が
一
つ
の
キ
ャ
リ
ア
と
な
り
、
そ
の
後
の
私
の

資
格
人
生
に
大
き
く
繋
が
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

経
験
に
勝
る
学
習
な
し

　
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
こ
と
で
も
う
一
つ
。
議
員
に

な
り
と
て
も
役
立
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
労
働

組
合
で
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
も
そ

う
で
す
が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
何
か
と
地
域
の

若
者
達
と
一
緒
に
活
動
を
し
た
こ
と
で
す
。
世
間

知
ら
ず
の
「
組
合
バ
カ
に
は
な
り
た
く
な
い
」
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
農
業
青
年
等
も
巻
き
込
み
、

新
得
町
で
は
初
の
青
年
議
会
を
開
催
し
、
住
所
を

お
い
て
い
た
隣
町
十
勝
清
水
町
で
は
市
街
地
青
年

会
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
折
に
は
、
地
域
に
あ
る
他

の
青
年
活
動
を
行
う
団
体
に
も
働
き
か
け
、
教
育

委
員
会
の
後
援
を
取
り
付
け
、
青
年
大
会
を
開
催

し
た
こ
と
な
ど
で
す
。
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
、

毎
日
の
よ
う
に
侃
侃
諤
諤
と
激
論
を
交
わ
し
、
そ

の
過
程
を
通
し
て
様
々
な
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と

も
出
来
ま
し
た
。
お
陰
で
半
世
紀
を
経
過
し
た
今

も
、
そ
の
時
、
口
論
を
し
た
農
業
青
年
の
方
か
ら
、

美
味
し
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
貴
重
な

収
穫
物
が
届
い
た
り
し
て
、「
良
き
縁
を
頂
い
た｣

と
今
更
な
が
ら
感
謝
し
き
り
の
私
で
す
。

「
自
律
型
人
財｣

を
目
指
し

　
こ
れ
ら
一
連
の
体
験
を
通
じ
学
ん
だ
こ
と…

そ

れ
は
「
組
織
を
変
え
る
に
は
職
場
を
変
え
る
こ
と
、

職
場
を
変
え
る
に
は
自
分
を
変
え
る
こ
と｣

で
す
。

端
的
に
い
え
ば
「
自
分
が
変
わ
る
こ
と
が
出
発
点｣

と
い
え
ま
す
。
そ
の
為
に
は
貴
Ｊ
Ａ
の
理
念
カ
ー

ド
に
記
さ
れ
て
い
る
「
自
律
創
造
型
職
員｣…

そ
れ

を
互
い
に
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
こ

で
問
わ
れ
る
の
が
主
体
性
で
す
。
仮
に
何
か“

職

場
で
気
に
く
わ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
“
と
し
ま
す
。

そ
の
場
合
、気
持
ち
の
持
ち
よ
う
で
、「
不
満｣

と「
問

題
意
識｣

に
二
分
さ
れ
ま
す
。「
望
む
状
態
に
な
っ

て
い
な
い｣

の
は
同
じ
な
の
で
す
が
、
前
者
は“

仕

事
が
手
段
“
で
「
自
分
本
位｣

。「
〜
を
し
て
く
れ

な
い｣

と
い
う
受
身
的
な
も
の
が
土
台
に
あ
り
ま

す
。も
う
一
方
、後
者
は“

仕
事
が
目
的
“(

注
：「
働

く｣

と
は
「
傍
を
楽
に
す
る
こ
と｣)

と
な
り
、「
自

分
に
何
が
で
き
る
か
？｣

が
原
点
に
あ
り
、
自
己
を

組
織
や
職
場
に
拡
大
し
た
中
で
物
事
を
考
え
ま
す
。

自
律
型
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
後
者
で
す
。
そ

こ
で
不
満
を
感
じ
た
時
の
処
理
で
す
が
、
ま
ず
は

「
自
分
を
素
直
に
見
つ
め
て
み
る
こ
と｣

。
そ
う
し

て
物
事
を“

他
人
事
と
し
て
捉
え
て
い
る
自
分
“

が
い
た
ら
、
そ
れ
を
問
題
意
識
に
変
え
る
こ
と
で

す
。
言
葉
を
変
え
る
と
、
価
値
観
を
「
仕
事
は
手

段｣

か
ら
「
仕
事
は
目
的｣

へ
と
変
容
す
る
よ
う
試

み
る
の
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で“

自
分
の
内
か

ら
動
機
付
け
を
図
る
こ
と
“
に
な
り
、
主
体
性
を

持
っ
た
行
動
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
の
為
に
大
事
な

ポ
イ
ン
ト
は
、
精
神
面
で
は
「
周
囲
の
環
境
に
流

さ
れ
な
い
こ
と｣

、
行
動
面
で
は
「
自
ら
、
働
き
か

け
る
こ
と｣

で
す
。
こ
の
２
つ
に
つ
い
て
日
頃
か
ら

振
り
返
っ
て
み
る
癖
を
つ
け
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。
そ
う
す
る
と
も
し
か
す
る
と
今
回
の
タ

イ
ト
ル
も
次
の
方
が
正
解
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
自
分
が
変
わ
れ
ば
職
場
が
変
わ
る
。
職
場
が
変
わ

れ
ば
組
織
が
変
わ
る｣

と
。

　
組
織
や
職
場
を
変
え
る
主
人
公
は
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
な
の
で
す
。

（12）（12）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち
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国
鉄
時
代
に
お
け
る
あ
る
出
来
事

　
前
回
の
10
月
号
で
は
「
３
つ
の
言
わ
な
い｣

を
話
題
に

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。よ
り
良
い
風
土
づ
く
り
に
向
け“

各

人
の
主
体
性
“
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
毎

回
こ
う
し
て
偉
そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
が
「
君

は
ど
う
だ
？｣

と
逆
に
聞
き
た
く
な
る
の
が
人
の
常
で
す
。

そ
こ
で
他
山
の
石
と
し
て
筆
者
の
つ
た
な
い
体
験
談
を
例

に
話
を
進
め
ま
す
。
私
が
国
鉄
に
入
社
し
た
の
は
昭
和
39

年
。
日
本
の
戦
後
復
興
を
全
世
界
に
発
信
す
べ
く
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
年
で
す
。
夢
の
新
幹
線
が
初

お
目
見
え
し
た
年
の
ポ
ッ
ポ
屋
へ
の
仲
間
入
り
で
、
周
り

か
ら
は
「
良
い
企
業
に
勤
め
ま
し
た
ね｣

と
言
わ
れ
、
両

親
も
「
将
来
は
安
泰｣

と
安
心
し
た
様
子
で
し
た
。
そ
れ

に
比
し
私
は
、
家
庭
の
事
情
か
ら
大
学
進
学
を
諦
め
、
憧

れ
て
い
た
教
師
の
道
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ふ
て
く
さ

れ
て
パ
チ
ン
コ
三
昧
の
毎
日
。
や
が
て
社
会
の
不
条
理
を

ど
こ
か
で
感
じ
、
い
つ
し
か
労
働
組
合
運
動
に
ド
ッ
プ
リ

と
浸
か
る
私
が
い
ま
し
た
。
で
も
人
生
何
が
あ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
の
熱
心
さ
が
買
わ
れ
た
の
か
、
29
歳
で
組

合
の
推
薦
を
受
け
新
得
町
の
議
会
議
員
へ
。
す
る
と
他
の

議
員
か
ら
「
新
得
駅
の
接
客
の
悪
さ
は
あ
な
た
が
指
導
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
？｣

と
随
分
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
「
組
合
活
動
と
接
客
の
悪
さ
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な

い
！｣

と
真
っ
向
か
ら
反
論
。
と
こ
ろ
が
や
が
て
頭
を
抱

え
る
羽
目
に
。
議
会
の
視
察
が
あ
り
、
事
前
に
「
指
定
券

が
取
れ
て
い
る｣

の
を
確
認
し
駅
に
向
か
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
申
し
込
み
を
し
た
の
は
７
名
で
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
取
れ
て
い
た
の
は
４
名
の
み
。
当
然
、
窓
口
で
ど

ん
ぱ
ち
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
時
の
駅
員
曰
く
。「
と
れ

て
い
な
い
？
バ
カ
な
こ
と
を
言
わ
な
い
で
下
さ
い
。
取
れ

て
い
る
で
は
な
い
で
す
か
、４
枚
。そ
れ
よ
り
も
、い
る
の
、

い
ら
な
い
の
？
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
で
欲
し
い
人
が
沢
山
い

る
の
だ
か
ら｣

。
そ
の
や
り
と
り
に
唖
然
と
し
「
親
方
日

の
丸｣

的
体
質
を
嫌
と
い
う
ほ
ど
味
わ
い
、“

穴
が
あ
っ

た
ら
入
り
た
い
“
と
い
う
心
境
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

接
客
悪
戦
奮
闘
記

　
視
察
後
、「
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
恥
ず
か
し
い
雰
囲
気

を
何
と
か
し
な
け
れ
ば｣

と
い
う
思
い
か
ら
、
私
な
り
に

目
標
を
立
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
時
の
私
は

改
札
係
。
乗
降
客
を
案
内
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。
ま

ず
改
善
を
試
み
た
の
が
電
話
の
受
け
方
で
す
。
こ
れ
ま
で

当
た
り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た「
は
い
、も
し｣

を
、「
は

い
、
国
鉄
新
得
駅
で
ご
ざ
い
ま
す｣

に
変
え
る
こ
と
。
も

う
一
つ
が
列
車
の
案
内
の
際
、「
毎
度
、
国
鉄
を
ご
利
用

頂
き
ま
し
て
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す｣

と
い
う
感
謝
の
言

葉
を
添
え
る
こ
と
で
し
た
。
と
は
い
え
、
職
場
に
お
け
る

空
気
感
を
考
え
る
と
こ
れ
さ
え
も
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
何
と
か
ク
リ
ア
し
、
そ
の
後
、
出
札
係
に

異
動
と
な
り
、
そ
こ
で
は
「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す｣

を

言
う
の
を
目
標
に
据
え
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
至
極
当
た

り
前
の
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
す
。
何
故
な
ら
当
時
の
国

鉄
は
、
公
社
と
い
う
の
に
ド
ン
と
あ
ぐ
ら
を
か
き
、「
お

客
様
が
い
て
当
た
り
前｣

で
、
そ
れ
が
「
切
符
を
売
っ
て

や
る｣

と
い
う
姿
勢
に
結
び
つ
き
顧
客
思
考
に
は
ほ
ど
遠

い
も
の
で
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
で
す
か
ら
「
石
田
は
改

札
で
あ
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
。
出
札
で
は
何
を
や
る
ん

だ
？｣…

同
僚
間
の
そ
う
し
た
視
線
が
背
中
に
突
き
刺
さ

る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
出
札
係

と
な
り
５
日
目
。「
も
う
言
わ
な
け
れ
ば｣

と
思
っ
て
い
た

時
、
同
級
生
の
Ｓ
君
が
乗
車
券
を
買
い
に
訪
れ
ま
し
た
。

「
こ
こ
で
言
う
よ
り
な
い
！｣…

そ
れ
は
蚊
の
な
く
よ
う

な
、
本
当
に
小
さ
な
声
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何

と
か
言
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
な
ん
の
こ
と
は
な
い
仕

草
な
の
で
す
が
40
年
ほ
ど
経
っ
た
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
発
す
る
際
、
背
中
に
ツ
ツ
ー
と
流

れ
た
冷
や
汗
の
感
触
を
。当
初
は
気
恥
ず
か
し
さ
等
か
ら
、

小
さ
な
声
で
の
出
発
で
し
た
が
、
繰
り
返
す
内
に
少
し
ず

つ
普
段
の
声
の
大
き
さ
に
。
そ
う
し
て
よ
く
み
る
と
、
別

に
打
ち
合
わ
せ
等
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
何
人
か

の
人
が
同
じ
よ
う
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。「
同
僚
の
中
に
同
様
に
問
題
意
識
を
持
っ

て
い
る
人
が
い
る｣…

そ
う
感
じ
る
と
と
て
も
心
強
い
も

の
が
あ
り
、
勇
気
を
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
得
た
教
訓
の
一

つ
が
「
他
人
に
委
ね
る
前
に
ま
ず
は
自
分
が｣

で
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す
仲
間
と
共
に

　
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
行
っ
た
の
は
同
僚
と
の
話
し
こ
み

で
す
。
す
る
と
「
お
客
様
に
支
持
さ
れ
る
駅
づ
く
り
を｣

と
い
う
前
向
き
な
思
い
が
強
い
の
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
受
け
て
同
調
す
る
仲
間
を
自
宅
に
招
き
、
何
度
か
会
食

を
重
ね
話
し
深
め
ま
し
た
。「
接
客
向
上
に
つ
い
て
私
が

組
合
の
会
議
で
発
案
し
考
え
て
も
ら
お
う｣

と
提
案
を
す

る
と
「
い
や
、
そ
れ
は
ま
ず
い
。
も
し
石
田
が
表
に
立
っ

た
ら
お
前
が
潰
さ
れ
る
。
次
期
の
議
員
だ
っ
て
ど
う
な
る

か
？｣

と
心
配
ま
で
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
紆
余
曲
折
を

辿
り
な
が
ら
次
の
よ
う
な
段
取
り
で
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。「
利
用
者
の
不
満
は
残
念
な
が
ら
沢
山
あ
る
。

そ
れ
な
ら
そ
の
人
達
に
代
わ
っ
て
、
当
番
方
式
で
も
よ
い

か
ら
、
現
実
に
み
た
苦
情
等
を
妻
な
ど
に
葉
書
に
書
い
て

投
函
し
て
も
ら
お
う
。
そ
う
す
る
と
駅
長
は
全
職
員
に
そ

れ
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
嫌
で
も
皆
が
苦
情
を
聞

き
意
識
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る｣…

そ
う
し
て
日
頃
、

労
使
関
係
で
は
敵
と
し
て
闘
っ
て
い
る
当
局
側
を
抱
き
こ

ん
で
の
作
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。実
は
私
も
そ
の
裏
で「
日

和
見
主
義｣

と
い
わ
れ
る
こ
と
を
承
知
で
、
駅
長
に
は
個

人
的
な
信
頼
関
係
を
通
し
趣
旨
を
小
耳
に
入
れ
、
そ
れ
な

り
の
根
回
し
を
し
ま
し
た
が
。
や
が
て
ど
の
く
ら
い
続
い

た
で
し
ょ
う
。
職
場
の
雰
囲
気
が
ジ
ワ
ジ
ワ
と
変
わ
り
始

め
た
と
感
じ
た
頃
、
く
す
ぶ
っ
て
い
た
国
鉄
の
分
割
民
営

化
が
現
実
に
な
り
、「
誰
が
新
会
社
に
残
る
か
？｣

と
い
う

職
員
間
で
の
選
択
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
自
身
も
悩
み
ま

し
た
が
、
結
局
、
こ
れ
ま
で
労
働
組
合
で
リ
ー
ダ
ー
的
な

役
割
を
担
っ
て
き
た
者
の
責
任
と
し
て
、
あ
る
い
は
「
新

得
町
で
は
最
も
若
い
町
議｣

と
い
う
声
に
踊
ら
さ
れ
、
家

庭
を
省
み
ず
活
動
を
し
て
き
た
こ
と
な
ど
で
バ
ツ
イ
チ
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
「『
ご
破
算
で
願
い
ま
し
て
は
』
精

神
で
や
り
直
そ
う｣

と
決
断
。
不
惑
の
年
に
転
職
を
し
、

２
年
後
の
男
の
厄
年
に
独
立
し
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
中
小
企
業
診
断
士
の
看
板
を
掲
げ
た
直
後
、
慣

れ
な
い
営
業
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
数
少
な
い
つ

て
を
頼
り
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社
に
足
を
運
び
ま
し

た
。
そ
こ
で
目
に
飛
び
こ
ん
で
き
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。「
ポ
ケ
ッ
ト
手
、
サ
ン
ダ
ル
履
き
は
や
め
ま

し
ょ
う
！｣

と
い
う
標
語
が
壁
に
大
き
く
貼
り
出
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
旧
国
鉄
時
代
に
は
お
客
様
が

き
て
も
、
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
、
ベ

タ
ベ
タ
と
サ
ン
ダ
ル
履
き
で
近
づ
き
「
お
客
さ
ん
、

何
か
用
事
？｣

な
ど
の
対
応
が
当
た
り
前
。
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
「
よ
う
や
く
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
『
形

か
ら
心
へ
』
の
人
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
な｣
と
垣
間

見
た
思
い
を
し
た
も
の
で
す
。

た
か
が
資
格
・
さ
れ
ど
資
格

　
こ
れ
ま
で
つ
た
な
い
私
の
体
験
談
を
語
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
何
度
、「
目
標
を
あ
き
ら
め
よ

う｣

と
思
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。「
で
も
、
流
さ

れ
る
の
は
嫌
だ
！｣…

そ
う
し
た
私
の
思
い
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
拒
む
大
き
な
力
が
心
の
内
で

働
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
る
資
格
の
取
得
に
絡
む

話
で
す
。
私
が
中
小
企
業
診
断
士(

商
業
部
門)

の

資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
過
程
で
、
全
く
商
業
体

験
の
な
い
自
分
を
カ
バ
ー
し
よ
う
と
挑
戦
し
た「
小

売
商
検
定(

通
称
販
売
士)

１
級｣

に
曲
が
り
な
り

に
も
合
格
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
振
り
返
る
と
、

そ
れ
が
「
お
前
が
や
ら
な
け
れ
ば｣

と
、
背
中
を
押

し
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
資
格
を
取

得
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
確
か
、
早
晩
、
あ
き
ら

め
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
販
売
士
の
資
格
を
持

つ
者
と
し
て
の
誇
り
と
自
負
心
が
、「
な
に
く
そ
！

｣

と
い
う
思
い
を
駆
り
立
て
、
継
続
さ
せ
て
く
れ
た

よ
う
に
思
う
の
で
す
。
ひ
と
口
に
「
能
力｣

と
言
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
「
知
識
・
技
能
・
態
度｣

の
３
つ

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ど
ん
な
に
こ

れ
ら
を
有
し
て
い
た
に
し
て
も
、
こ
れ
は
枝
葉
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
支
え
る
幹
が
し
っ
か
り

と
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
プ
ラ
イ
ド
や

使
命
感
、
誇
り
な
ど
の
「
バ
リ
ュ
ー(

価
値)

レ
ベ

ル｣

と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
当
時
、
私
の
中
で
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
た
の
が
、
今
、
考
え
る

と
こ
の
販
売
士
の
取
得
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。「
た
か
が
資
格
、
さ
れ
ど
資
格｣

で
す
。
そ

れ
が
一
つ
の
キ
ャ
リ
ア
と
な
り
、
そ
の
後
の
私
の

資
格
人
生
に
大
き
く
繋
が
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

経
験
に
勝
る
学
習
な
し

　
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
こ
と
で
も
う
一
つ
。
議
員
に

な
り
と
て
も
役
立
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
労
働

組
合
で
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
も
そ

う
で
す
が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
何
か
と
地
域
の

若
者
達
と
一
緒
に
活
動
を
し
た
こ
と
で
す
。
世
間

知
ら
ず
の
「
組
合
バ
カ
に
は
な
り
た
く
な
い
」
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
農
業
青
年
等
も
巻
き
込
み
、

新
得
町
で
は
初
の
青
年
議
会
を
開
催
し
、
住
所
を

お
い
て
い
た
隣
町
十
勝
清
水
町
で
は
市
街
地
青
年

会
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
折
に
は
、
地
域
に
あ
る
他

の
青
年
活
動
を
行
う
団
体
に
も
働
き
か
け
、
教
育

委
員
会
の
後
援
を
取
り
付
け
、
青
年
大
会
を
開
催

し
た
こ
と
な
ど
で
す
。
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
、

毎
日
の
よ
う
に
侃
侃
諤
諤
と
激
論
を
交
わ
し
、
そ

の
過
程
を
通
し
て
様
々
な
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と

も
出
来
ま
し
た
。
お
陰
で
半
世
紀
を
経
過
し
た
今

も
、
そ
の
時
、
口
論
を
し
た
農
業
青
年
の
方
か
ら
、

美
味
し
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
貴
重
な

収
穫
物
が
届
い
た
り
し
て
、「
良
き
縁
を
頂
い
た｣

と
今
更
な
が
ら
感
謝
し
き
り
の
私
で
す
。

「
自
律
型
人
財｣

を
目
指
し

　
こ
れ
ら
一
連
の
体
験
を
通
じ
学
ん
だ
こ
と…

そ

れ
は
「
組
織
を
変
え
る
に
は
職
場
を
変
え
る
こ
と
、

職
場
を
変
え
る
に
は
自
分
を
変
え
る
こ
と｣

で
す
。

端
的
に
い
え
ば
「
自
分
が
変
わ
る
こ
と
が
出
発
点｣

と
い
え
ま
す
。
そ
の
為
に
は
貴
Ｊ
Ａ
の
理
念
カ
ー

ド
に
記
さ
れ
て
い
る
「
自
律
創
造
型
職
員｣…

そ
れ

を
互
い
に
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
こ

で
問
わ
れ
る
の
が
主
体
性
で
す
。
仮
に
何
か“

職

場
で
気
に
く
わ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
“
と
し
ま
す
。

そ
の
場
合
、気
持
ち
の
持
ち
よ
う
で
、「
不
満｣

と「
問

題
意
識｣

に
二
分
さ
れ
ま
す
。「
望
む
状
態
に
な
っ

て
い
な
い｣

の
は
同
じ
な
の
で
す
が
、
前
者
は“

仕

事
が
手
段
“
で
「
自
分
本
位｣

。「
〜
を
し
て
く
れ

な
い｣

と
い
う
受
身
的
な
も
の
が
土
台
に
あ
り
ま

す
。も
う
一
方
、後
者
は“

仕
事
が
目
的
“(

注
：「
働

く｣

と
は
「
傍
を
楽
に
す
る
こ
と｣)

と
な
り
、「
自

分
に
何
が
で
き
る
か
？｣

が
原
点
に
あ
り
、
自
己
を

組
織
や
職
場
に
拡
大
し
た
中
で
物
事
を
考
え
ま
す
。

自
律
型
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
後
者
で
す
。
そ

こ
で
不
満
を
感
じ
た
時
の
処
理
で
す
が
、
ま
ず
は

「
自
分
を
素
直
に
見
つ
め
て
み
る
こ
と｣

。
そ
う
し

て
物
事
を“

他
人
事
と
し
て
捉
え
て
い
る
自
分
“

が
い
た
ら
、
そ
れ
を
問
題
意
識
に
変
え
る
こ
と
で

す
。
言
葉
を
変
え
る
と
、
価
値
観
を
「
仕
事
は
手

段｣

か
ら
「
仕
事
は
目
的｣

へ
と
変
容
す
る
よ
う
試

み
る
の
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で“

自
分
の
内
か

ら
動
機
付
け
を
図
る
こ
と
“
に
な
り
、
主
体
性
を

持
っ
た
行
動
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
の
為
に
大
事
な

ポ
イ
ン
ト
は
、
精
神
面
で
は
「
周
囲
の
環
境
に
流

さ
れ
な
い
こ
と｣

、
行
動
面
で
は
「
自
ら
、
働
き
か

け
る
こ
と｣

で
す
。
こ
の
２
つ
に
つ
い
て
日
頃
か
ら

振
り
返
っ
て
み
る
癖
を
つ
け
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。
そ
う
す
る
と
も
し
か
す
る
と
今
回
の
タ

イ
ト
ル
も
次
の
方
が
正
解
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
自
分
が
変
わ
れ
ば
職
場
が
変
わ
る
。
職
場
が
変
わ

れ
ば
組
織
が
変
わ
る｣

と
。

　
組
織
や
職
場
を
変
え
る
主
人
公
は
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
な
の
で
す
。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（13）（13）



高
齢
者
の
膝
関
節
痛

み
き
た
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　院
長

三
木
田
　
　
　光

　

高
齢
者
の
愁
し
ゅ
う

訴そ

の
中
で
最
も
多
い
骨
・
関
節
疾
患
は
、
膝
関
節
痛
と
腰
背
痛
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
膝
関
節
痛
の
原
因
と
し
て
は
、
非
炎
症
性
疾
患
の
「
変
形
性
膝
関

節
症
」、
炎
症
性
疾
患
の
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
」・「
痛
風
」・「
偽
痛
風
」・「
感
染
性
関
節
炎
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、「
変
形
性
膝
関
節
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

変
形
性
関
節
症
は
、
中
高
年
の
多
く
が
罹り

患か
ん

す
る
「
あ
り
ふ
れ
た
疾
患
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
病
態
は
関
節
軟
骨
の
変
性
・
破
壊
と
、
そ
れ
に
続
く
変
化
と
し
て
の
関か
ん

節せ
つ

辺へ
ん

縁え
ん

や
軟
骨
下
骨
に
お
け
る
骨
の
増
殖
性
変
化
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
症
状
と
し
て
関
節
痛
や
関
節
水
腫
、
可
動
域
制
限
、
変
形
な
ど
が
現
れ
ま
す
。
単
純
Ｘ
線
像

で
の
関か
ん

節せ
つ

裂れ
つ

隙げ
き

狭き
ょ
う

小し
ょ
う

化か

、
骨こ
つ

棘き
ょ
く

形け
い

成せ
い

な
ど
認
め
ま
す
。
頻
度
と
し
て
女
性
に
多
く
、
Ⅹ
線
変
形
性
変
化
は
60
歳
台
で
20
～
50
％ 

、
そ
の
中
で
疼と
う

痛つ
う

な
ど
の
臨
床
症
状

を
伴
う
頻
度
は
60
歳
以
降
で
10
～
18
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
診
断
は
上
記
の
臨
床
症
状
（
疼
痛
、
腫
脹
、
可
動
域
制
限
、
変
形
）
Ⅹ
線
所
見
（
裂
隙
狭
小
、
骨
棘
、
変

形
）
関
節
液
の
性
状
か
ら
リ
ウ
マ
チ
・
偽
痛
風
・
感
染
性
関
節
炎
を
鑑
別
し
て
判
定
し
ま
す
。
治
療
は
手
術
す
る
よ
り
保
存
療
法
を
行
う
頻
度
が
多
い
で
す
。
保
存
療
法

と
し
て
疼
痛
を
抑
え
る
た
め
に
鎮
痛
剤
投
与
、
外
用
薬
投
与
、
生
活
指
導
（
正
座
を
控
え
る
、
階
段
昇
降
を
控
え
る
、
杖
を
つ
く
）、
体
重
の
減
量
、
筋
力
強
化
（
大だ
い

腿た
い

四し

頭と
う

筋き
ん

訓
練
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、
水
中
歩
行
な
ど
）、
装
具
（
内な
い

反は
ん

膝し
つ

に
足
底
板
、
支
柱
付
き
サ
ポ
ー
タ
ー
）、
温
熱
治
療
（
近
赤
外
線
、
マ
イ
ク
ロ
波
、
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
）

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
注
射
、
ス
テ
ロ
イ
ド
注
射
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
積
極
的
に
治
療
す
る
と
疼
痛
抑
制
、
歩
行
能
力
の
改
善
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
保
存
療
法
で
症
状
の
改
善

が
得
ら
れ
ず
、
関
節
破
壊
が
進
行
し
た
患
者
さ
ん
に
は
手
術
療
法
を
選
択
し
ま
す
。
比
較
的
若
い
患
者
さ
ん
で
関
節
軟
骨
変
性
が
全
面
に
及
ん
で
い
な
い
患
者
さ
ん
に
は

内
反
膝
変
形
に
高こ
う

位い

脛け
い

骨こ
つ

骨こ
つ

切き

り
術じ
ゅ
つ、
外が
い

反は
ん

膝し
つ

に
大だ
い

腿た
い

骨こ
つ

顆か

上じ
ょ
う

部ぶ

骨こ
つ

切き

り
術じ
ゅ
つ。
末
期
の
変
形
性
膝
関
節

症
で
60
～
70
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、人じ
ん

工こ
う

膝ひ
ざ

単た
ん

顆か

置ち

換か
ん

術じ
ゅ
つ（

Ｕ
Ｋ
Ａ
）
や
人じ
ん

工こ
う

膝ひ
ざ

関か
ん

節せ
つ

全ぜ
ん

置ち

換か
ん

術じ
ゅ
つ（

Ｔ
Ｋ
Ａ
）

を
行
い
ま
す
。
人
工
関
節
手
術
は
、
術
後
の
満
足
度
も
高
い
た
め
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
術
中
、

術
後
合
併
症
の
危
険
性
が
あ
り
術
前
の
内
科
的
精
査
を
行
い
、
十
分
に
患
者
さ
ん
に
説
明
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
治
療
に
つ
い
て
は
整
形
外
科
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（14）（14）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



金融共済部からのお知らせ

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（15）（15）



札幌法務局からのお知らせ

（16）（16）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が公布され、今年で75年を迎えました。

　戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織の発達を通じ、「農業生産力の増進」と「農業

者の経済的社会的地位の向上」を図り、国民経済の発展に寄与することを目的として、農協法

が制定され、農協が設立されました。

　農協は「農業者による農業者のための組織」であり、協同組合原則に掲げる「自主・自立」「民

主的運営」の基本に立ち、相互扶助の精神のもと、幾多の困難な状況を乗り越え、組合員の皆

様の営農と生活の安定並びにより良い地域社会の実現を目指し、今日に至っております。

　一昨年より、新型コロナウイルスという今まで経験したことのないウイルスが世界的に感染

拡大し、社会・経済にも大きな影響を与えておりますが、経済活動は徐々に日常を取り戻しつ

つあります。

　しかしながら、農業分野においては長引くコロナ禍の影響による農畜産物の消費の低迷、飼

料・肥料等生産資材の高騰により農業・ＪＡを取り巻く環境は厳しさを増しております。

　思い返すと世界規模での新型コロナウイルス感染拡大に伴い、マスクの需要が急激に増加し

ましたが、その大部分を海外からの輸入に頼っていたことから、国内は深刻なマスク不足に陥

ってしまいました。

　コロナ禍において、いくつかの国が食料の輸出を制限しました。幸いにも、それらの国から

日本は食料を多く輸入していなかったため、今のところ大きな影響には至っておりませんが、

何らかの問題が発生したとき、私たちの食料はどうなってしまうのか。私たちにとって大きな

教訓となりました。

　このことから、国民が必要とし消費する食料はできるだけその国で生産する「国消国産」と

いう考え方は、消費者に知っていただきたい大切なテーマであり、1945年に国連食糧農業機

関（FAO）が発足した日、さらに1981年に国連が「世界食料デー」に定めた日である10月

16日を、「国消国産の日」として制定し、令和3年に日本記念日協会に登録しました。

　今こそ、この国消国産の周知、さらにはJA北海道大会で確認された550万人サポーターづ

くりを推進するべく、JAグループ北海道が一体となって「アグリアクション北海道」と題し

た統一した取組みをしっかりと実践することが必要となります。

　最後になりますが、ＪＡグループ北海道は、協同組合の理念と精神を事業の拠り所とし、今後

とも組合員の皆様が夢と希望を持って営農と生活が続けられる環境を整えること、地域農業と

ＪＡの発展に全力でサポートすることをお誓い申し上げ、農協法公布記念日にあたってのメッ

セージと致します。

農協法公布記念日にあたっての
組合員・役職員へのメッセージ

北海道農業協同組合中央会
代表理事会長　　小野寺　俊　幸

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（17）（17）



クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

十一月俳句十一月俳句十一月俳句

10月号の正解は
「カボチャ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　上田美代子　様
北 竜 町　　時永恵美子　様
北 竜 町　　森　　君子　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

5

6

7

8

9

12

14

15

16

17

18

20

普通に並んでいる歯のわきに
重なるように生えている歯。
筋肉の繊維。物事の道理。「牛
○○」「○○を通す」
一日の仕事や授業の予定を割り
当てること。その予定を書いた表
薬などを使って、体の感覚をま
ひさせること
周囲が回転している感覚。目がく
らみ立っていられなくなること。
起こるかもしれないことに対し
て用意をしておくこと。
器具などに取り付ける金属製
の付属品
世の中のありさま。社会の風
潮、様子。
一定の時間内にできる仕事の
量。仕事の進み具合。   
自動車や自転車などのタイヤ
に穴があくこと。
前もって約束すること。「病院
を○○○する」
世の中のお金の流れ。「○○○
が良い・悪い」
つばさとくちばしを持ち、体が
羽毛でおおわれている動物
物のなめらかな表面から出て
くる光

1

4
6

8

10
11
13

15
16

18

19

21
22

新しい草がよく生えるように、
早春、枯草に火をつけて野を焼
く事
料理・洗濯・掃除など家の仕事 
真剣であるさま。真心のあるさ
ま。誠実
顔面の皮膚に現れる褐色の小さ
な斑点
羊の肉
国内の政治「○○○○干渉」
絵を描くとき、色を付けるため
に塗る材料
フランスの首都。
伝えたい事がら。用事。「○○
○○を伝える」 
ニワトリなどを飼っておくため
の小屋 
個数や年齢をたずねるときに使
う言葉。どれだけ。
3.1415926…=円周○○ 
草と木。植物。

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切12月31日消印有効で当選者とクイズの答えは令和５年2月号に掲載します。
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１．関係団体等諸会議について
２． 内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．固定資産の取得・修繕・処分について
６．令和4年度出資増口について
７．職員の人事及び業務事故について
８．令和4年12月営農懇談会の日程等について
９．農業分野における女性参画への推進方策について
10．貸出金の貸付報告について
11．米の需給情勢と令和5年産「生産の目安」設定の

方向性について
12．自民党決議事項への取組の方向（案）の内容につ

いて

13．米政策の推進状況について
14．令和4年産　水稲の9.25現在における作柄状況

について
15．令和4年産　米集荷状況について
16．令和4年産　農産物集荷状況について
17．畜産物の販売実績について
18．青果・花き集荷販売実績について
19．R4春期営農用軽油対策について
20．R4農薬予約奨励の支払いについて
21．R5温床資材の価格設定について
22．R5農薬・温床資材予約推進について
23．経済部事業実績について

議案第１号　個人情報保護法等に基づく公表事項等の
改正について

議案第２号　理事に対する貸出承認について
議案第３号　貸出金の貸付決定について

提
出
議
案

報
　告
　事
　項

第11回理事会 〈令和４年11月4日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和４年10月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,269
98

5,572
274
911

当月末
33
0
64
0
14

脱退
9
3
43
0
4

加入
1,293
95

5,593
274
921

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和４年10月実績

計画対比　　＋

前年対比　　＋

44,449kWh 発電電力

○累計（R3.12～R4.10）

527,731kWh
14,107kWh

1,775kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 △

127,182kWh

3,271kWh

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（19）（19）



金融共済部からのお知らせ

■発行／きたそらち農業協同組合　〒074-0015　北海道深川市深川町メム10号線山3線5850番地　TEL 0164（22）6600　FAX 0164（22）8611
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊａ‐ｋｉｔａｓｏｒａｃｈｉ．ｃｏｍ　　■編集／農業振興部 営農企画課　■印刷／株式会社 須田製版

本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024ＪＡきたそらちＪＡ共済
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